
－
ｊお金だけが支援じゃない

Γ
‐

肩
を
組
む
ハ
イ
チ
と
日
本
の
少
缶
・
た
ち
。
前
列
中
央
が
伊
藤
君
、

右
端
が
フ
ァ
ブ
リ
ス
Ｒ
＝
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
サ
ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
で

ハ
イ
チ
大
地
震

の
隣
国
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の

首
都
サ
ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
で
日

本
、
ハ
イ
チ
、
ド
ミ
ニ
カ
の

３
力
国
の
少
年
た
ち
を
招
い

て
親
善
交
流
サ
ッ
カ
ー
を
行

っ
た
。
被
災
地
で
テ
ン
ト
生

活
を
続
け
る
ハ
イ
チ
の
子
ど

も
を
励
ま
す
こ
と
が
目
的
。

参
加
し
た
日
本
の
中
高
生
は

ハ
イ
チ
の
厳
し
い
現
実
を
知

り
、
「
本
当
の
支
援
っ
て
何

だ
ろ
う
」
と
考
え
始
め
た
。

　
　
　
【
石
戸
諭
、
写
真
も
】

⑤
パ
キ
ス
タ
ン
洪
水
被
災
地
で

子
ど
も
を
診
察
す
る
小
倉
健

一
郎
医
師
（
手
前
右
）
＝
８
月

2
6
日
撮
影
、
小
倉
さ
ん
提
供

９ハイチチームと日本チームの交流を促

　すフレデリックさん（右端）

＠ハイチの被災キャンプーＡＭＤＡ提供

災
害
人
道
医
療
支
援
会

　
パ
キ
ス
タ
ン
大
洪
水
の
被
災
地
に

８
月
下
旬
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
災
寄
人

泗
医
療
支
援
会
」
　
（
Ｈ
ｕ
Ｍ
Ａ
、
東

京
都
）
の
初
動
詞
査
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
入
り
ま
し
た
。

　
イ
ン
ダ
ス
川
沿
い
に
同
国
北
西
部

か
ら
南
部
ま
で
広
大
な
被
災
地
が
広

が
り
、
全
土
の
被
災
者
は
１
８
０
０

万
人
、
死
者
は
１
７
０
０
人
以
上
と

現
地
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
調
査
は
首
都
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
か

ら
車
で
２
時
間
の
カ
イ
バ
ル
・
パ
ク

ト
ゥ
ン
ク
ワ
州
ノ
シ
ェ
ラ
県
で
実

施
。
看
護
師
、
調
整
員
と
３
人
で
病

院
や
避
難
所
を
回
り
ま
し
た
。
地
震

時
の
よ
う
な
外
傷
の
あ
る
被
災
者
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
下
痢
、
結
膜

炎
な
ど
の
感
染
症
や
皮
膚
病
が
深
刻

国
境
超
え
友
情
パ
ス

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
ハ
イ
チ
大

地
震
発
生
直
後
に
緊
急
医

療
チ
ー
ム
を
派
遣
。
手
足

を
失
っ
た
被
災
者
が
多
か

っ
た
た
め
、
そ
の
後
、
現

地
の
病
院
と
協
力
し
て
義

肢
製
作
工
房
を
設
置
す
る

な
ど
の
支
援
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。
一
方
で
、
菅
波

チ
の
復
興
状
況
に
つ
い

一
｀
ν
／
り
ｔ
１
／
４
？
ｌ
ｙ
．
ｔ
一
ｌ
ｐ
ｉ
ノ
．
ｓ
／
、
べ
ｃ
ｔ
．
｝
．
Ｃ
り
／

て
、
今
年
５
月
か
ら
現
地

1
‐

1
1
‐
1
‐
　
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ

で
活
動
を
続
け
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
・
杯
）
出
場
経
験
も
あ
る
ハ

に
見
え
る
と
い
う
の
だ
。
一
ィ
ド
リ
ン
君
（
Ｈ
）
は
学
校

～
ｓ
ａ
'
４
‐
ｆ
９
“
ｖ
Ｍ
~
９
'
ｓ
　
Ｑ
ｌ
ｘ
ｇ
ｓ

ｌ

グ
ラ
グ
ラ
と
地
面
が
懇

帰
り
に
被
災
し
た
。
突
然

医
師
小
倉
健
一
郎
さ
ん

　
　
で
し
た
。
Ｈ
ｕ
Ｍ
Ａ
は
今
月
上
旬
か

パキスタンに関心を
ら
被
災
を
免
れ
た
駅
舎
で
Ｉ
カ
月
の

診
療
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
同
県
は
農
村
地
帯
で
、
ほ
と
ん
ど

の
家
は
日
干
し
れ
ん
が
で
建
て
ら
れ

た
平
屋
で
す
。
堤
防
の
な
い
川
が
増

水
し
て
水
漫
し
に
な
り
、
６
万
３
０

０
０
棟
が
・
全
壊
、
７
万
邦
が
部
分
損

壊
、
家
財
道
具
被
害
も
深
刻
で
す
。

県
人
□
１
１
０
万
人
中
6
0
万
人
が
被

災
し
、
死
者
2
4
入
、
行
方
不
明
は
１
３

８
人
で
し
た
。
食
料
や
き
れ
い
な
水

が
不
足
し
、
家
の
確
保
も
必
要
で
す
。

　
今
回
の
洪
水
は
パ
キ
ス
タ
ン
史
上

最
悪
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
メ
デ
ィ

ア
も
含
め
、
日
本
の
皆
さ
ん
に
被
災

地
へ
の
関
心
を
も
っ
と
持
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
い
」
と
涙
を
浮
か
べ
た
。

　
「
雨
が
一
番
、
嫌
。
テ
ン

ト
の
中
を
水
が
流
れ
る
」

と
い
う
避
難
生
活
。
「
ご

飯
も
ボ
ー
ル
も
無
い
し
、

友
達
に
な
っ
た
『
1
3
番
』

と
別
れ
た
く
な
い
」
と
つ

ぶ
や
い
た
。
『

　
別
れ
の
日
、
大
阪
府
、

岡
山
県
、
広
島
県
か
ら
参

加
し
た
日
本
の
中
高
生
1
8

人
の
一
人
、
背
番
号
1
3
番

の
伊
藤
遼
祐
君
（
１
９
一
）
＝
大

阪
府
箕
面
市
＝
ら
は
フ
ァ

ブ
リ
ス
君
ら
と
固
い
握
手

を
交
わ
し
た
。
ハ
イ
チ
チ

ー
ム
に
は
涙
を
流
す
少
年

も
い
た
。

　
伊
藤
君
ら
は
、
ハ
イ
チ

の
厳
し
い
現
状
に
つ
い

て
、
八
尾
さ
ん
か
ら
説
明

さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
一

Ａ
の
義
肢
装
具
士
、
八
尾
一
イ
チ
で
人
気
の
高
い
サ
ッ
ー
れ
、
休
が
動
か
な
く
な
で
緒
に
プ
レ
ー
ー
ー
。
し
た
ハ
イ
チ

直
毅
さ
ん
（
3
0
）
は
「
何
も
Ｉ
カ
ー
だ
が
、
’
グ
ラ
ウ
ン
ダ
だ
。
今
は
バ
ス
運
転
手
の
・
の
少
年
が
「
（
宿
舎
に
）

変
わ
っ
て
い
な
い
」
と
語

る
。
倒
壊
し
た
家
は
放
置

さ
れ
、
若
い
女
性
も
人
目

を
気
に
せ
ず
路
上
で
用
を

茂
代
表
は
「
地
震
で
精
神

‐
‐
‐
‐
‐
‐
’
足
し
、
ゴ
ミ
の
山
が
続
く
。

な
ど
も
避
難
所
と
な
っ
て

い
て
、
子
ど
も
ら
が
楽
し

め
る
環
境
に
な
い
と
い

う
。
　
　
　
″

　
ド
ミ
ニ
カ
で
の
サ
ッ
カ
ー

的
に
偏
つ
い
た
子
ど
も
に
一
被
災
テ
ン
ト
で
過
ご
す
被
√
Ｉ
交
流
に
参
加
し
た
ハ
イ

も
支
援
が
必
要
」
と
サ
ッ
ー
災
者
は
１
５
０
万
人
以
チ
チ
ー
ム
の
少
年
1
6
人
も

力
１
交
流
を
企
画
し
た
。
一
上
、
復
興
の
た
め
に
政
府
ほ
と
ん
ど
が
テ
ン
ト
暮
ら

　
地
震
後
８
ヵ
月
の
ハ
イ
ぽ
機
能
し
て
い
な
い
よ
う
　
し
だ
。
フ
ァ
ブ
リ
ス
・
ヴ

１
９
　
１
■
『
－
―
　
ｄ
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｓ
ｌ
■
ｌ
ｌ
周
一
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

父
、
母
と
と
も
に
首
都
ポ
ー

天
井
が
あ
る
」
と
喜
ん
で

ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
の
テ
デ
い
た
こ
と
に
は
衝
撃
を
受

卜
で
暮
ら
す
。
フ
ァ
ブ
リ
ー
け
た
。
そ
れ
か
ら
伊
藤
君

ス
君
は
地
震
の
話
を
す
る
一
は
「
支
援
は
『
頑
張
っ
て
』

時
、
声
が
小
さ
く
な
り
、
一
と
声
か
け
る
と
か
、
お
金

親
指
の
つ
め
を
か
む
。
学
渡
す
だ
け
じ
ゃ
な
い
と
思

校
に
も
通
え
な
い
状
況
が
う
ね
ん
。
元
気
づ
け
る
っ

続
い
て
い
る
。
ハ
イ
チ
に
Ｉ
て
簡
単
や
な
い
」
と
考
え

帰
る
前
夜
、
「
帰
り
た
く
・
縦
け
て
い
る
。

　
ハ
イ
チ
矛
・
‐
‘
ム
を
引
率

し
た
歯
科
医
、
マ
ッ
ク
・

ケ
ビ
ン
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク

さ
ん
（
3
7
）
は
岡
山
大
に
留

学
経
験
も
あ
り
、
ハ
イ
チ

　
の
現
状
を
「
国
が
壊
れ
て

、
い
る
」
と
憂
え
た
。
復
興

　
を
最
大
の
争
点
に
し
た
Ｈ

　
月
の
大
統
領
混
を
控
え
、

■ － ■ - - - ･ - ■ ■ ･ ･ ■ ㎜ ■ ･ ■ | ■ ㎜

「
支
援
に
は
感
謝
し
た
い
。

で
も
ハ
イ
チ
は
援
助
に
頼

り
切
っ
て
い
る
。
こ
れ
を

機
に
、
自
分
た
ち
の
ハ
イ

チ
を
Ｉ
か
ら
作
り
上
げ
た

い
。
将
来
を
担
う
の
は
こ

の
子
た
ち
で
す
」
と
静
か

に
語
っ
た
。
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